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１ 「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく取組について



名取川・阿武隈川下流等大規模氾濫時の減災対策協議会

○平成２８年８月９日（火）
「名取川・阿武隈川下流の減災に係る取組方針」

を策定

◯ 逃がす・・・・・ 流域住民が主体的に水害リスクを把握し、避難につなが

る、住民目線のソフト対策が必要 

◯ 防ぐ・・・・・・ 地域の水防力向上を図り、氾濫被害の防止や軽減、堤防決

壊を少しでも遅らせ避難のための時間を稼ぐことが必要 

◯ 取り戻す・・・・ 大規模な浸水が長期間に及んだ場合に、1日でも早く日常生

活を取り戻すための対応が必要 

５年間で達成すべき目標

○平成２８年５月１９日（木）
「名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策

協議会」の立ち上げ

○平成２７年１２月１１日（金）
平成２７年９月の関東・東北豪雨災害を踏まえ、
「水防災意識社会再構築ビジョン」を策定

○平成２９年１月１１日（水）
平成２８年８月の台風１０号等の一連の台風による

中小河川における被害を踏まえ、「中小河川におけ
る水防災意識社会再構築のあり方について」を答申

○平成２９年６月２日（金）
平成２９年１月の答申を踏まえ、当協議会で宮城県

管理河川、及び沿川市町を協議会の構成員へ追加
協議会の名称を「名取川・阿武隈川下流等大規模

氾濫時の減災対策協議会」へと変更

「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく
これまでの取組状況
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１ 「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく取組について



名取川・阿武隈川下流等の減災に係る取組事項①

【笊川の水位周知河川への指定】

○平成２９年６月１日（木）
「水位周知河川」へ指定
→今後、大雨等による河川水位の増水時
には洪水情報を発表・仙台市等へ伝達し、
安全かつ確実な住民避難のための避難
勧告等の発令に繋げる。

○平成２９年３月３１日（金）
「水防警報河川」へ指定・告示
→今後、大雨等による河川水位の増水時
には水防警報を発令し、水防団による
水防活動を実施。

平成２８年８月の台風１０号により、洪水予報河川・水位周知河川及び水防警報河川へ指定されて
いない直轄管理河川において堤防が決壊し、甚大な被害が生じた。
これを受け、当事務所で管理する河川の中で唯一洪水予報河川等に指定されていなかった名取川水

系笊川について、平成２９年度出水期までに指定を行い、浸水想定区域を公表した。

水位周知河川指定までの経緯

平成２９年６月１日の笊川の水位周知河川へ指定により、当事務所で管理する
全ての河川は、「洪水予報河川」又は「水位周知河川」へと指定済み。 3
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名取川・阿武隈川下流等の減災に係る取組事項②

【想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域等の指定・公表】

平成２９年６月３０日（金）
想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域の指定・告示

１）洪水浸水想定区域
２）浸水深
３）浸水継続時間
４）家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）
５）家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）

浸水想定区域図については、以下項目について公表

浸水範囲の時系列シミュレーション（浸水ナビ）の公表
※笊川については、現在公表のため作業中。

浸水ナビについては、以下項目について検索可能

１）想定最大の浸水範囲、浸水深
２）氾濫水の伝達時間
３）浸水継続時間
４）指定地点に影響を及ぼす破堤点
５）指定地点における最大浸水深 等 4
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名取川・阿武隈川下流等の減災に係る取組事項③

携帯電話会社

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

河川管理者（国）
・気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局）

関係市町村、報道機関等

一般住民

メール・
FAX等

緊急速報メール

洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

～平成２９年５月１日から、８水系５１市町村
※
で洪水情報が配信開始されます～

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

従来 従来

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進す
るため、平成２８年９月より国が管理する２河川（鬼怒川、肱川）の沿川自治体（茨城県常総市、愛
媛県大洲市）において緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を取り組んでいます。
東北地方整備局では、平成２９年５月１日から、自治体や携帯事業者との調整等が整った８水系の

５１市町村において洪水情報のプッシュ型配信を開始します。
他の国管理河川については、今後順次配信対象エリアを拡大していきます。

※今回のメール配信は、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」のサービスを活用して洪水情報を
携帯電話ユーザーへ周知するものであり、洪水時に住民の主体的な避難を促進する取組みとして国土交通省が実施するものです。

【洪水情報のプッシュ型配信】
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送信タイミング
・氾濫危険水位に到達
・氾濫発生（破堤、越水）

※平成29年3月28日時点
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【整備済み】

1.0

堤防質的整備
河口より0.0km～1.0km

【整備済み】

【一部整備済み】

＜凡  例＞ 

    堤防の量的整備実施箇所※1 

    堤防の質的整備実施箇所※2 

    河道掘削実施箇所※3 

    緊急河川敷道路 

【整備済み】

【整備済み】
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[千m3]整備済区間 整備必要区間

88千m3/185千m3 48％

２ 河川整備計画における進捗状況

河川整備計画メニューと進捗状況

【河川整備計画における治水対策の進捗状況】

●河川整備計画メニュー（H21～H50）での
進捗状況（平成29年3月末時点）

○堤防の量的整備（名取川本川及び藤塚堤防の整備率）

3.4km/5.2km 65％

○堤防の質的整備（対策必要区間での整備率）

○河道掘削

○緊急河川敷道路

2.5km/22.9km 11％

0km/8.0km 0％

104億円/158億円 66％ 6

• 名取川の整備計画における事業進捗状況は、現在河口の藤塚地区堤防や河口部左右岸の堤防整備、閖上水門工事が終了しています。
• 今後、広瀬川右岸長町地区の堤防質的整備を行っていくとともに、河口から広瀬川合流点左岸において整備が残っている日辺地区の堤防

拡幅整備を行っていきます。
• その後、残りの堤防量的整備、質的整備、河道掘削、緊急河川敷道路の整備を行っていく予定です。
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[km]整備済区間 整備必要区間
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[km]整備済区間 整備必要区間

0 50 100 150 200

[億円]事業費(H21～H28) 事業費(改修全体)

【一部整備済み】

【一部整備済み】

○総事業費


